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 第３章では、先のプロセスにより得られた種々の粒径（平均粒径 0.56 μm～19 μm）を有する
31Mn-3Al-3Si鋼に対して、陰極電解チャージ法により水素を導入した後、室温における低ひずみ速
度引張試験を実施して、水素脆化挙動を評価している。結晶粒微細化とともに陰極電解チャージ法
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 以上の成果をまとめた本論文は、二種類の高 Mn オーステナイト鋼の完全再結晶粒径
を約 500nm まで超微細化することに初めて成功し、系統的に結晶粒径を変化させた試料
の水素脆化挙動を詳細に調べて粒径の効果を基礎的に明らかにしたものであって、学術
上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値
あるものと認める。また、平成２７年８月２５日、論文内容とそれに関連した事項につ
いて試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、
合格と認めた。  
 
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表  
に際しては、（平成３０年９月２９日までの間）当該論文の全文に代えてその内容を要約  
したものとすることを認める。  
要旨公開可能日： 平成２７年１２月２３日以降 
